
2025年度 教育計画

学習書

その他教材

本校 都城 小林 日南 回数 日

27

4 11 11 第１回 21

12 25 25

26

15 22 8 22 第２回 18

23 22

13 第３回 23

31

28 7

6 5 19 5 第１回 22

9 2 16 2 第２回 19

17 30

23

14 14

5 第３回 7

1

8

教科

4

地歴

地理総合

地図と地理情報システム

科目

教科書

副教材

科目の
目標

前
期

結びつきを深める現代世界

生活文化の多様性
5

後
期

3

レポート

後期テスト

6

・前期テストは下記の範囲を中心に出題する。

前期レポート第1回～第３回、テスト対策プリント

（第３回レポートに同封）

・地域の自然環境などを生かして発展した産業が、

人々の生活にどのような影響を与えてきたか、ま

た、産業のグローバル化によってどのように変化し

てきたかを考察する。

8 前期テスト

9
前期テスト

世界の産業と人々の生活

・現代社会に見られる大小様々な課題を、他地域と

の結び付きや地域の特徴などに着目しながら、持続

可能な社会をつくるために、今後どのような取り組

みが必要かを考察する。

・地図の役割や有用性を理解するとともに、位置や

分布などに着目して、地図や地理情報システム

（GIS)の活用方法について考察し、理解する。

・国際社会における国家の役割を理解するととも

に、位置や分布などに着目しながら、地域間の様々

な相互関係について考える。

・世界各地の生活文化の特徴を理解する。

なしなし

新地理総合（帝国書院）・新詳高等地図（帝国書院）

学
期

月 項　　目 内　　容
スクーリング テ

ス

ト

前期２　　後期２

前期１　　後期１単位数

スクーリング（時間）

なし

①レポートの内容を精選・整理することで、学習内容を理解させ、教科書・地図帳を丁寧に読む態度を身につけさせる。

②スクーリングでは各単元の重要事項をわかりやすく解説し、基礎的・基本的事項、地理的見方・考え方の定着を図る。

③地理的事象や地理的な話題などを取り入れることで、地理をより身近に感じ、興味・関心を高め、楽しく学習に取り組

　めるよう工夫する。

・後期テストは下記の範囲から出題する。

後期レポート第１回～第３回、テスト対策プリント

（第３回レポートに同封）

世界の地形と人々の生活

世界の気候と人々の生活

世界の言語・宗教と人々の生活

歴史的背景と人々の生活

・世界各地に見られる様々な地形や気候と人々との

関わりや、どのような生活が営まれているのかを理

解する。

・言語や宗教など、多様な環境の下で育まれてきた

生活文化が、人々の生活にどのような影響を与えて

きたかを理解し、考察する。

2

1

10 地球的課題と国際協力

11

12

7

持続可能な地域づくりと私たち

・世界各地で、地震や津波、火山の噴火、熱帯低気

圧などの自然現象によって、様々な自然災害が発生

している。日本も自然災害の多い国の一つであり、

人々は自然の脅威にさらされてきた。私たちは自然

環境の特徴を正しく理解し、自然災害に備えた対策

を講じることが重要である。そうした課題の解決に

向けて、人間と自然との関わりや地域の特徴に着目

して、災害に強い地域づくりについて考えていく。


